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山
脇
秀
和
監
督

　

伊
佐
チ
ー
ム
は
、
中
学
生
か
ら

社
会
人
ま
で
の
年
齢
層
が
幅
広
い

チ
ー
ム
で
す
。
選
手
同
士
も
仲
が

良
く
、
と
て
も
雰
囲
気
が
い
い
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
練
習
時

間
を
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

心
配
で
し
た
が
、
み
ん
な
の
調
子

が
上
が
っ
て
き
て
一
安
心
で
す
。

　

中
学
生
は
有
力
選
手
多
数
で
、

誰
が
出
走
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
す
し
、
高
校
生
も
高
い
レ

ベ
ル
に
い
る
の
で
大
き
な
飛
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会

人
は
ベ
テ
ラ
ン
選
手
を
中
心
に
安

定
感
が
あ
り
、
さ
す
が
で
す
。

　

走
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
市

民
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

坂
口
一
美
さ
ん

　

例
年
ど
お
り
い
い
練
習
が
で
き

て
い
ま
す
。
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

大
迫
真
未
さ
ん

　

数
年
ぶ
り
に
出
走
す
る
可
能
性

が
高
い
の
で
、
体
調
万
全
で
大
会

に
臨
み
た
い
で
す
。

木
村
果
さ
ん

　

学
生
時
代
ぶ
り
に
長
距
離
の
練

習
を
再
開
し
、
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

山
脇
琴
音
さ
ん
（
高
３
）

　

今
大
会
が
最
後
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
、
チ
ー
ム
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
頑
張
り
ま
す
。

長
野
心
美
さ
ん
（
高
２
）

　

区
間
５
位
以
内
を
め
ざ
し
、
高

校
最
後
の
一
年
に
向
け
て
い
い
ス

め
ざ
す
は
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
!!

タ
ー
ト
を
切
り
た
い
で
す
。

山
脇
美
海
さ
ん
（
高
１
）

　

ま
だ
大
会
に
出
走
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
る

よ
う
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
す
。

坂
口
日
菜
子
さ
ん
（
高
１
）

　

最
近
は
充
実
し
た
練
習
が
で
き

て
い
ま
す
。
大
会
で
は
先
頭
集
団

に
食
ら
い
つ
い
て
、
チ
ー
ム
に
貢

献
し
た
い
で
す
。

西
屋
敷
怜
那
さ
ん
（
中
３
）

　

ま
ず
は
３
km 

10
分
の
目
標
を

ク
リ
ア
し
て
、
出
走
し
た
い
で
す
。

川
原
咲
綺
さ
ん
（
中
３
）

　

ス
ピ
ー
ド
に
自
信
が
あ
る
の
で
、

持
久
力
を
つ
け
て
大
会
に
出
た
い

で
す
。

藺
牟
田
梨
乃
晏
さ
ん
（
中
２
）

　

ケ
ガ
も
あ
っ
て
思
う
よ
う
な
練

習
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
己

記
録
の
更
新
を
め
ざ
し
ま
す
。

矢
嶋
空
さ
ん
（
中
２
）

　

初
め
て
候
補
選
手
に
選
ば
れ
た

の
で
、
み
ん
な
に
つ
い
て
い
け
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

小
俵
夏
津
希
さ
ん
・
本
村
晴
奈
さ

ん
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

選
手
が
楽
し
く
、
充
実
し
た
練

習
を
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く

り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

イサモリイサモリ
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女子駅伝チーム

　１月 31 日、霧島市隼人運動場をスタート＆フィニッシュとする

６区間 21． 0975 ｋｍで、地区代表の誇りをかけて「鹿児島県地区

対抗女子駅伝競走大会」が開催

されます。

　大会に向けて汗を流す選手た

ちに意気込みを聞きました。

※新型コロナウイルスの感染拡

　大状況により、大会が中止さ

　れる可能性もあります。



伊佐市新庁舎建設　市民参加ワークショップ

市民が集まる地域の
拠点を築きましょう新庁舎と大口ふれあいセンターのことに

積極的に関わってくれる人を募集しています！

7　　広報いさ  2021.01.01

　新しい庁舎と大口ふれあいセンターを一体的に

整備して生まれる、新しい【地域の拠点】。

　より多くの人が利用し、より豊かな暮らしにつ

ながる場となるよう、地域で暮らす方々と拠点整

備を考える「市民参加型のワークショップ ※」を

開催します。

　地域自治の拠点、災害時の対策本部、文化の発

信地、市民協働のまちづくりの場としてさまざま

な役割を果たす拠点となるよう、市民や職員、設

計者がアイデアを出しながら、地域の未来を見据

えて、多様な視点で考えていきます。

※ワークショップとは

　複数人で「ものづくり」や「話し合い」をするとき

　に使う手法の１つ。その場に集った人たちで、答え

　が用意されていない課題について考え、アイデアを

　出していきます。

開催概要

日　　程　

　　　　　全４回（原則、すべての回に出席）

定　　員　  　 人程度

※新型コロナウイルス感染症の影響などにより内

　容が変更となる可能性があります。

参 加 費　無料

対　　象　伊佐市に在住もしくは在勤・通学して

　　　　　いる 16 歳以上の人

1月30日（土）〜3月13日（土）

30

こんな人におすすめ

★★ 新庁舎や大口ふれあいセンターに興味がある人

★★ まちづくりに興味がある人

★★ 同じ興味をもった地域の人とつながりたい人

申込方法　

　問い合わせ先の電話番号もしくはメールアドレ

スに（氏名／性別／年齢／職業／電話番号）をお

知らせください。

https://forms.gle/wvPYpZ8SohaxZcUH9

問い合わせ先：ワークショップ企画運営事業者

株式会社サルッガラボ（担当：市村）

☎０５０・３６３１・３６０６

ichimura@saruggalabo.org

第１回

日　程   1 月 30 日 （土） 13 時〜 16 時

会　場   大口ふれあいセンター 多目的ホール

テーマ
  庁舎建設の計画を知る／地域の将来
　を見据えて、新庁舎・大口ふれあい
　センターに期待することを考える

第２回

日　程   2 月 13 日 （土） 13 時〜 16 時

会　場   大口元気こころ館 多目的ホール

テーマ
  市民が使えるスペースの活用方針
　を考える／優先すべき機能や使い
　方を検討する

第３回

日　程   2 月 27 日 （土） 13 時〜 16 時

会　場   大口元気こころ館 多目的ホール

テーマ

  利用する上でのルールや料金体系

  を検討する／必要な備品や設備を

  検討する

第４回

日　程   3 月 13 日 （土） 13 時〜 16 時

会　場   大口ふれあいセンター 多目的ホール

テーマ
  運営方法を検討する／運営に必要
  な役割とその育成について考える

◯開催概要 

第１回 

日 程 1 月 30 日（土） 13:00〜16:00 

会 場 大口ふれあいセンター 多目的ホール 

テーマ 庁舎建設の計画を知る／地域の将来を見据えて、新庁舎・ふれあいセンターに期待することを考える 

第２回 

日 程 2 月 13 日（土） 13:00〜16:00 

会 場 大口元気こころ館 多目的ホール 

テーマ 市民が使えるスペースの活用方針を考える／優先すべき機能や使い方を検討する 

第３回 

日 程 2 月 27 日（土） 13:00〜16:00 

会 場 大口元気こころ館 多目的ホール 

テーマ 利用する上でのルールや料金体系を検討する／必要な備品や設備を検討 

第４回 

日 程 3 月 13 日（土） 13:00〜16:00 

会 場 大口ふれあいセンター 多目的ホール 

テーマ 運営方法を検討する／運営に必要な役割とその育成について考える 

 

※新型コロナウィルス感染症の影響などにより内容が変更となる可能性がございます。 

 

○申込方法 

電話・メール 

下記のお問い合わせ先の電話番号もしくは、メールアドレスに（氏名／性別／年齢／職業／電話番号）をお知らせく

ださい。 

申込みフォーム 

下記 URL もしくは、QR コードから申し込みください。 

https://forms.gle/wvPYpZ8SohaxZcUH9 

 

○お問い合わせ（ワークショップ企画運営事業者） 

株式会社サルッガラボ（担当：市村） 

電 話 ： 050-3631-3606 

メール ︰ ichimura@saruggalabo.org 

 

申込フォーム

下記 URL もしくは

QR コードから申し

込みください。

　過去、現在、未来を踏まえた、地域

　の拠点としての役割

　庁舎、大口ふれあいセンター、スク

　エア広場、公園などの市民が使える

　スペースの使い方

　必要な機能や備品、運営ルール、必

　要な役割　など

考える

こと


